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「「情情報報のの世世紀紀」」ののモモノノづづくくりり考考（（１１））  

IITT 時時代代ととテテククノノロロジジーーのの危危機機  

 

和和田田龍龍児児  

  

世をあげての IT 時代、そしてテクノロジーは

今、皆さんの中には「何をいまさらテクノロジ

ーなんや」と仰る方も多いとか思う。 

 

「テクノロジーちゅうもんはな。現代社会に

ごっ大事なんは、あんたらに言われんともちゃ

んと判っとるわい。そんなんこちゃ当たり前の

ことやんけ。21 世紀に生きてくわしらに、ぎょ

うさん必要なのはネットワ－ク技術とか情報処

理技術ちゃうんか。ぎょうさんなソフトや関連

技術体系の新たらしい展開ちゃうんかい。この

アホたれが・・」 

 

 世間の風潮を見ると、あたかも世をあげて IT

（情報技術; Information Technology）万能時

代を迎えたかの観がある。テクノロジーという

言葉から、IT やマイクロエレクトロニクスを想

像してしまうことは致し方のないところかもし

れない。 

 

 しかしながら筆者が取り上げたいと考えてい

るのは、あまり見栄えのせぬ旧態依然たる「モ

ノづくり」や、泥臭い製造業に関連するテクノ

ロジーを含めた、広い意味での「技術」である。 

 

 テクノロジーとは、そもそも現代社会を支え

る裏方である。その重要性はジャーナリスティ

クな話題性とは本来は無縁の存在であるはずだ。 

 

 そのような視点から、技術というフィルター

を通して、IT 時代のモノづくりをテーマに、今

後半年間にわたって冷静に考えてみたいと考え

ている。 

ままるるでで懐懐かかししいい田田園園風風景景がが失失わわれれてて行行くくよよううにに  

 

 1990 年代に入って、企業で働く人々の、そし

て企業そのものの環境は大きく変化した。 

 

 パソコンを上手に使いこなせるような情報リ

テラシーが、現代人必須のスキルとして位置づ

けられようとしているというのも、その一つで

ある。中高年のサラリ－マンといえども、パソ

コン一つ使えぬ者は無能力の烙印を押されかね

ない残酷時代が始まったという嘆きもしばしば

耳にするようになった。 

 

 そして、住み心地のよい日本株式会社システ

ムも、米国流のグローバル・スタンダードの名

の下に、懐かしい田園風景が失われて行くよう

に、その命運が尽きつつある。 

 

 われわれの前には、このようなはなはだ厳し

い現実が立ち塞がり、企業社会も大きな変革期

を迎えている。 

 

 実は、かく言う筆者も長年工作機械メーカー

にお世話になった会社人間の一人である。そし

て会社を退職後、大阪近郊の小都市の私立大学

で教鞭を取る立場に転身して、今日に至ってい

る。担当しているのは経営工学系の教科で、こ

れまでに専門分野としてきた工作機械や加工技

術や生産システムなどとは無縁な異分野の講義

を行うことになった。 

 

 当初は、世間知らずの 20 歳前後の若者相手の

気軽な稼業よと軽い気持ちでいたが、今さらな
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がらに、この分野での自分の無知、無教養に愕

然としている。1コマ 90 分の授業に、最初のこ

ろは、その数倍はおろか、教材作成時間を含め

ると恐らく数日間の準備期間を必要とする始末

であった。 

 

 経営工学という分野については、現役時代、

経営管理本部に身を置いて経営面にも参加して

いた関係上、まったく未知な分野ではないはず

なのだが、人にものごとを教えるとなるとまっ

たく別の話である。まさしく「教えることは、

学ぶこと」を実感している。 

 

「「モモノノ作作りり」」のの遺遺伝伝子子やや伝伝統統がが途途絶絶ええよよううととしし

てていいるる  

 

 ところで、外野席から古巣の企業社会を眺め

ていると、最近、気になる現象がいくつか散見

されるようになった。 

 

 その一つは、かって世界一の強さを誇ったは

ずの日本の「モノづくり」や、製造業が元気を

失い、悄然自失として色褪せて感じられことで

ある。 

 

 一体全体どうしてしまったのだろうか。そん

な思いを抱くのは筆者 1 人だけではあるまい。

日本の製造業の凋落は本当なのだろうか。 

 

 筆者が特に心配なのは、これまで営々と積み

上げてきた関連する多数のテクノロジーが消失

してしまうのではないかということである。金

融機関をはじめ、多くの産業分野で企業収益改

善の名の下に、「リストラ」という名前を冠した

合法的な人員整理の嵐が吹き荒れている。この

嵐の中で、製造業を支えてきた人的インフラが

破壊されてしまうのではないかとの恐れすら感

じるのである。 

 

 確かに、打ち続く経済不況が企業収益の悪化

をもたらしていることは事実だ。企業の論理か

らすれば、余分な贅肉を削ぎ取る余剰人員の削

減は、企業存続のための当然の帰結かも知れな

い。しかしながら、筆者には製造業に大切に受

け継がれ、その基盤を支えてきたテクノロジー

や「モノ作り」の遺伝子や伝統なども、味噌も

糞も一緒くたにして根こそぎに洗い流してしま

っているのではないだろうかとの思いが強い。 

 

生生きき生生ききととししたた生生産産現現場場がが消消ええるる IITT 時時代代のの憂憂

鬱鬱  

 

 筆者の古巣のモノ作りの現場でも、IT は確実

に浸透しつつある。あらゆる製造部品は 3 次元

CAD（Computer-Aided Design）を始点として、

CAM （ Computer Aided Manufacturing ）、 CAE

（ Computer-Aided Engineering ） 、 CAT

（Computer-Aided Testing）と、コンピュータ

をベースにしたさまざまな技術が導入され、開

発・設計から製造、そして流通に至るまで、シ

ームレスかつ連続的にディジタル情報で連結し

たしくみが稼働している。 

 

 ちなみに、CAD はコンピュータを利用して、電

子回路設計などを行うしくみであり、CAM は CAD

データ（設計情報）を利用し、数値制御工作機

などを使って製造を行うしくみ、そして、CAE

は CAD、CAM などと連動しながら、エンジニアリ

ング分野の作業をサポートするしくみ、また、

CAT は「コンピュータ援用(製品)検査」と翻訳さ

れている検査の自動化手法だ。 

 

 これらは製品の精度はもちろん、その生産性

を飛躍的に高めるのはもちろんのこと、こうし

た情報化・自動化が進んだ生産の現場では、設

計を終えた段階で、コンピュータ上のヴァーチ

ャル空間でモノづくりを行って、まだつくられ

ていない製品の性能を詳細に検証したり、不測

の事態すら予測し対応するなどというシミュレ

ーションも現実になりつつある。 
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 だからこそ、21 世紀に日本の製造業が持続可

能な形で生き残り、国際競争力を維持しながら、

新たな発展を望むならば、工場や製造現場を IT

の有用性を最大限に活用できるビジネス形態に

変革して行かねばならぬという主張には、大変

な説得力がある。 

 

 筆者も、少なくとも、この主張の半分は肯定

的に受け入れられて然るべきだと思う。しかし、

残り半分の部分についてはいささかの懸念があ

ると言うのが筆者の率直な意見である。 

 

 懸念とは、多くの識者からも指摘され、また

多くの技術者・技能者の方々も心密かに心配し

ている現場の荒廃である。現場の荒廃は医療現

場だけではない。実は、日本の製造業の真の強

みは、生き生きとした生産現場にあったからな

のだ。 

 

 技術のコアにある知識や知恵は、人間の中に

宿る。そして、高度に洗練されたテクノロジー

が、その人間をモノづくりの場から追いやって

しまうという皮肉な現実をつくりあげているの

である。 

 

テテククノノロロジジーー軽軽視視のの風風潮潮ががももたたららすすもものの  

 

 もう一つ気になるのは、東海村の核分裂事故

と言い、新幹線トンネルのコンクリ－ト片の剥

離・落下事故と言い、テクノロジーに関連する

一連の不祥事が続いたことである。 

 

 その真因は何であろうか。何か大切な心棒が

抜けてしまったのではないかと危惧するのは筆

者だけではあるまい。技術の根本のところで、

大きな落とし穴に嵌り込んだとしか思えない。 

 

 多くの識者からは、モノ作りやテクノロジー

軽視の風潮の危険性は、以前から指摘されてき

たところだ。しかし、このテクノロジーの荒廃

は何に由来するのだろうか。その原因を明らか

にすることは大変重要なことだ。 

 

 この原因をそのままに、いくら政府が音頭を

取り官民あげてテクノロジー重視政策を推進し

ても、予算を潤沢に用意しても、大した成果は

上がるまい。 

 

 この愚論者から言わしめると、これらの現象

の遠因は、月並みな話だが極端な経済至上主義

の蔓延と、指導者層のモラルハザ－ド（無責任

主義、他責主義の横行）に由来すると思う。日

本社会全体を覆う「事なかれ主義」の蔓延と、

チャレンジ精神の喪失と言い換えてもよい。 

 

 テクノロジーの危機は運用側の人間により引

き起こすされているのである。元来、テクノロ

ジーは、人間にとって有用な代物である筈だが、

それを使うのも、評価するのも、これまた人間

なのであるということを忘れてはなるまい。 

 

 もっとも事なかれ主義や保身第一主義は何も

今に始まったことではない。政治家、官僚、経

営者、サラリ－マン、その他あらゆる階層を問

わず、昔から人間社会の性（さが）として存在

していた。だが、われわれの先輩たちは、それ

ぞれの理想を追求すると同時に、自己を律する

哲学を持ちあわせていたように思えるのである。 

 

 そうした意味では、今日ほど無思想・無哲学

の金銭至上主義の弊害が顕著に現れた時代はな

いのではないか。 

 

 今こそ、将来をしっかりと見すえて、技術者

のみならず世間一般の人々もテクノロジーの重

要性を再認識し、世界に誇れる製造業の再構築

を目指す努力が要請されていると思うのだが、

いかがなものであろうか。 
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 背に腹は変えられぬ産業界の経営事情は理解

できるが、安易で悪平等的な労務屋的発想のリ

ストラの蔓延は、将来に大きな禍根を残す結果

になることを憂うるのである。 

 

 テクノロジーだけで世界は成り立っている訳

ではないことはもちろんだが、「テクノロジー重

視や、モノ作りなど時代錯誤だ」という類の虚

言に惑わされてはならない。(2000/10/24)

 


